
朝 来 市 多
た た ら ぎ

々良 木  芸 術 の 森

巨
大
な
ダ
ム
が
そ
び
え

芸
術
と
自
然
が
調
和
す
る

あ
さ
ご
芸
術
の
森
。

地
蔵
や
お
堂
が
点
在
す
る

庶
民
信
仰
の
郷
を
歩
く
。

歴
史
に
詳
し
い
地
元
の
伊
藤
孝

た
か
しさ

ん
。

　

地
名
の
由
来
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
名

前
の
通
り
、「
森
林
が
豊
か
な
場
所
で
あ

る
た
め
、
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
だ
っ
た
」
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
昭
和
30
年

代
頃
ま
で
は
炭
焼
き
な
ど
の
山
仕
事
が
生

業
の
中
心
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
を
起
点
に
、

区
長
の
中
島
哲
男
さ
ん
と
伊
藤
さ
ん
と
と

も
に
、
集
落
の
東
半
分
を
ぐ
る
っ
と
探
険
。

　

ま
ず
は
、「
不ふ

ど
う
ど
う

動
堂
」
と
呼
ば
れ
る
護

摩
堂
を
案
内
し
て
い
た
だ
く
。
地
元
で
は

「
行

ぎ
ょ
う
じ
ゃ者さ

ん
」と
親
し
ま
れ
て
い
る
修
験
道

の
施
設
で
あ
り
、
明
治
13
年
（
１
８
８
０
）

に
、
疫
病
と
猪
の
被
害
か
ら
村
を
守
る
た

め
に
、
岡
山
県
の
後

う
し
ろ
や
ま山か

ら
役

え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
を
勧

請
し
、
御ご

し
ょ
が
た
け

所
箇
嶽
（
行

ぎ
ょ
う
じ
ゃ
だ
け

者
岳
）に
祀
っ
た
こ

と
が
始
ま
り
。
現
在
も
５
月
の
山
開
き
と

９
月
の
止
め
山
の
祭
礼
に
、
護
摩
供
養
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
多
々
良
木
は
庶
民
信
仰
が
篤
く
、
お

堂
や
地
蔵
が
各
地
域
ご
と
に
点
在
し
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
ね
」
と
、
伊
藤
さ
ん
。

　

中
で
も
、
薬
師
如
来
を
祀
る
「
薬
師

堂
」は
耳
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
、
耳
が
悪

い
人
が
穴
の
開
い
た
河
原
の
石
を
拾
っ
て
願

を
か
け
れ
ば
、
耳
が
よ
く
な
る
と
言
う
ご

利
益
が
あ
る
そ
う
だ
。
今
も
堂
の
脇
に
は
、

穴
の
開
い
た
石
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、

庶
民
信
仰
の
篤
さ
を
表
し
て
る
。

　

不
動
堂
を
少
し
西
に
進
め
ば
、
白
い

ド
ー
ム
状
の
宿
泊
棟
が
特
徴
的
な
宿
泊
施

設
「C

こ

こ

で

oC
oD
e

」
を
は
じ
め
、
森
の
中
の
公

園
や
川
遊
び
エ
リ
ア
が
広
が
る
。

　
一
角
に
は
、
ダ
ム
建
設
に
伴
っ
て
移
築
さ

れ
た
旧
井
上
家
住
宅
が
、
歴
史
民
俗
資

料
館
と
し
て
復
元
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
年

間
（
１
６
８
８
〜
１
７
０
4
）に
建
て
ら
れ

た
と
さ
れ
る
茅
葺
き
屋
根
の
住
宅
は
、
当

時
の
農
家
様
式
を
色
濃
く
残
し
て
お
り
、

こ
の
地
域
で
は一
般
的
な
住
居
で
あ
っ
た
。

　
「
私
の
子
ど
も
の
頃
に
は
ま
だ
茅
葺
き

　

剥
き
出
し
の
岩
石
を
積
み
上
げ
て
造
ら

れ
た
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
の
迫
力
あ
る
光
景

が
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
朝
来
市
多
々
良

木
。
国
道
３
１
２
号
か
ら
東
へ
約
５
分
ほ

ど
車
を
走
ら
せ
る
と
、
巨
大
な
多
々
良
木

ダ
ム
の
遮
水
壁
が
迎
え
て
く
れ
る
。

　

ダ
ム
の
ふ
も
と
に
は
、
朝
来
市
の
芸
術

文
化
ゾ
ー
ン
と
し
て「
あ
さ
ご
芸
術
の
森
」

が
整
備
さ
れ
、
美
術
館
を
核
と
し
て
、
屋

外
に
も
ア
ー
ト
作
品
を
展
示
。
地
元
住
民

が
手
入
れ
す
る
桜
や
イ
チ
ョ
ウ
、
ケ
ヤ
キ
な

ど
の
樹
木
と
相
ま
り
、
芸
術
と
自
然
が
調

和
す
る
空
間
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

多
々
良
木
の
集
落
の
歴
史
は
古
い
。
周

辺
に
は
古
墳
群
が
残
っ
て
お
り
、
古
代
よ

り
人
々
の
営
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
ダ
ム
の
ふ
も
と
を
境

に
し
て
、
奥
多
々
良
木
村
と
口
多
々
良
木

村
に
分
か
れ
て
お
り
、
明
治
時
代
に
多
々

良
木
村
と
し
て
統
合
。
か
つ
て
の
奥
多
々

良
木
村
の
大
部
分
は
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り

水
没
し
て
、
住
家
24
戸
が
ふ
も
と
へ
と
集

団
移
転
し
、
現
在
は
口
多
々
良
木
地
区
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
但
馬
國
多
々
良
岐（
木
）庄
に
初
め
て
、

幕
府
の
管
理
者
で
あ
る
地じ

と
う頭

を
置
く
と
、

鎌
倉
幕
府
が
編
纂
し
た
歴
史
書
で
あ
る

『
吾あ

ず
ま
か
が
み

妻
鏡
』に
出
て
き
ま
す
。
中
世
の
土
地

台
帳
で
も
あ
る
『
大お

お
た
ぶ
み

田
文
』
に
も
多
々
良

木
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
頃
に
は
ム
ラ
と
し

て
認
知
さ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
は
、
集
落
の

裏路地探険
参加者募集休止のお知らせ

参加者の募集はもうしばらくのあいだ休止と
させていただきます。募集を再開する際には、
こちらの募集欄にてお知らせいたしますので、
ご理解のほどよろしくお願いいたします。

が
多
く
残
っ
て
い
て
、
葺
き
替
え
の
際
に
は

地
域
み
ん
な
で
協
力
し
て
手
伝
っ
た
も
の

で
す
よ
」
と
、
中
島
区
長
は
話
す
。

　

こ
こ
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
進
む
と
氏
神
で

あ
る
「
八は

ち
ま
ん幡
神
社
」
の
参
道
が
見
え
て
く

る
。
応
永
18
年
（
１
４
１
１
）の
棟む

な
ふ
だ札
が
保

管
さ
れ
て
お
り
、
杉
や
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
の

中
に
そ
び
え
る
拝
殿
と
本
殿
は
立
派
な
も

の
。
八
幡
神
社
は
源
氏
が
信
仰
し
た
こ
と
か

ら
武
士
の
崇
敬
が
篤
い
神
社
で
あ
り
、
10

月
の
秋
祭
り
に
は「
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
」が
行
わ
れ
て

い
る
。
弓
矢
で
的
を
射
り
な
が
ら
参
道
を

往
復
す
る
神
事
で
、
昭
和
30
年
頃
ま
で
は

実
際
に
馬
に
乗
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
寛
永

19
年
（
１
６
４
２
）に
奉
納
さ
れ
た
乗
馬
鞍

も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
昔
は
農
耕
や
炭
焼

き
の
運
搬
に
多
く
の
家
で
馬
を
飼
っ
て
お

り
、
流
鏑
馬
に
も
使
わ
れ
た
そ
う
だ
。

　

集
落
の
真
ん
中
に
は
多
々
良
木
川
が
流

れ
て
お
り
、
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

６
月
に
は
ホ
タ
ル
の
名
所
と
し
て
も
知
ら

れ
、
幻
想
的
な
風
景
を
醸
し
出
す
。

　
「
春
は
桜
、
夏
の
新
緑
、
秋
は
紅
葉
と
、

遊
歩
道
で
は
四
季
の
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。

一
番
の
自
慢
は
ダ
ム
か
ら
見
下
ろ
す
集
落
の

眺
め
。
こ
れ
か
ら
は
朝
霧
や
雪
景
色
も
見

ら
れ
、
写
真
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
お
す
す
め
で

す
」
と
、
中
島
区
長
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

地
域
と
自
然
、
ア
ー
ト
が
混
在
す
る

多
々
良
木
。
秋
の
紅
葉
を
愛
で
な
が
ら
、の

ん
び
り
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

区長さんおすすめの多々良木ダムからの眺め。10 〜16 時の間は堤頂通路が開放さ区長さんおすすめの多々良木ダムからの眺め。10 〜16 時の間は堤頂通路が開放さ
れており、集落全体を見下ろすことができる。 ※通路は予告なく閉門する場合あり。れており、集落全体を見下ろすことができる。 ※通路は予告なく閉門する場合あり。

雄大なロックフィルダムの直下にある「あ雄大なロックフィルダムの直下にある「あ
さご芸術の森美術館」。朝来市出身の彫刻さご芸術の森美術館」。朝来市出身の彫刻
家・淀井敏夫氏の作品を常設展示してい家・淀井敏夫氏の作品を常設展示してい
る他、展覧会やワークショップなどを開催しる他、展覧会やワークショップなどを開催し
ている。広大な野外彫刻公園と屋内の美術ている。広大な野外彫刻公園と屋内の美術
館によって構成されている。館によって構成されている。

5月の山開き、9月の止め山の祭礼の際に、護摩供養が行5月の山開き、9月の止め山の祭礼の際に、護摩供養が行
われる不動堂（右）。堂の脇には、役行者勧請の碑と、多々われる不動堂（右）。堂の脇には、役行者勧請の碑と、多々
良木出身の力士、男石彌平の塚（左）が佇んでいる。良木出身の力士、男石彌平の塚（左）が佇んでいる。

兵庫県有形民俗文化財に指定されている「旧井上兵庫県有形民俗文化財に指定されている「旧井上
家住宅」。ダム建設に伴い、移築された。元禄年間に家住宅」。ダム建設に伴い、移築された。元禄年間に
建てられたとされ、農家住宅の様式を色濃く残す。建てられたとされ、農家住宅の様式を色濃く残す。

耳がよくなるご利益があると言わ耳がよくなるご利益があると言わ
れている「薬師堂」。元々は個人れている「薬師堂」。元々は個人
が建立したもので、現在は地域住が建立したもので、現在は地域住
民によってお世話されている。民によってお世話されている。

集落の氏神である八幡神社。１０月の秋の祭礼に集落の氏神である八幡神社。１０月の秋の祭礼に
は、「流鏑馬」神事や子どもたちによる奉納相撲は、「流鏑馬」神事や子どもたちによる奉納相撲
が行われる。立派な舞堂も残されており、舞堂とが行われる。立派な舞堂も残されており、舞堂と
境内などでは、扇子踊りなどが演じられていた。境内などでは、扇子踊りなどが演じられていた。

多々良木には、お地蔵多々良木には、お地蔵
さんが点在しており、さんが点在しており、
各地域で大切に祀ら各地域で大切に祀ら
れている。8 月24日はれている。8 月24日は
地蔵祭りを開催。地蔵祭りを開催。

舞堂の天井に吊るされている山車舞堂の天井に吊るされている山車
を引いた車。大正天皇の即位などを引いた車。大正天皇の即位など
のお祝いの際に使われたと言う。のお祝いの際に使われたと言う。

大石地蔵堂大石地蔵堂

毘沙門堂毘沙門堂

中村地蔵堂中村地蔵堂

旧多 良々木小学校旧多 良々木小学校
二宮金次郎像二宮金次郎像

元光院元光院

薬師堂薬師堂

民俗資料館民俗資料館
（旧井上家住宅）（旧井上家住宅）

多 良々木多 良々木
フォレストリゾートフォレストリゾート
CoCoDeCoCoDe

八幡神社八幡神社

和谷地蔵堂和谷地蔵堂

あさご芸術の森あさご芸術の森
美術館美術館

多 良々木ダム多 良々木ダム至あさごエコパーク・至あさごエコパーク・
青倉神社青倉神社

至行者岳・至行者岳・
緑ヶ丘キャンプ場緑ヶ丘キャンプ場

薬師堂に奉納された薬師堂に奉納された
穴の開いた石穴の開いた石

和谷橋和谷橋

中村橋中村橋

至国道312号・至国道312号・
道の駅あさご道の駅あさご

大石橋大石橋

段橋段橋

不動堂不動堂
役行者勧請の碑役行者勧請の碑
力士の塚力士の塚

堤頂通路の開門堤頂通路の開門
（10 〜16時）（10 〜16時）

ホタル鑑賞ホタル鑑賞
スポットスポット

多 良々木川多 良々木川

多 良々木には、あさご芸術の森美術多 良々木には、あさご芸術の森美術
館が行ってきた野外彫刻の公募展館が行ってきた野外彫刻の公募展
受賞作品などが至る所に展示され受賞作品などが至る所に展示され
ている。アートと自然が調和するまちている。アートと自然が調和するまち
を歩いてみよう！を歩いてみよう！

参道参道

川沿いに遊歩道が整川沿いに遊歩道が整
備されており、春は備されており、春は
桜、秋はイチョウ並木桜、秋はイチョウ並木
が楽しめる。が楽しめる。
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